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「第４回ファシリテーション勉強会 in 沖縄」 実施レポート 

 

 日時： 2008 年 6 月 28 日（土）13 時 00 分～17 時 00 分 

 会場： 沖縄県自治研修所 研修室（那覇市） 

 テーマ： 『ファシリテーション・ツールを体感してみよう！』 

 趣旨： 「付箋紙、水性マーカー、模造紙」の黄金トリオをはじめ、「アイスブレイク」から「ブレ

スト」、「マンダラ」まで、会議や企画の性格にあわせながら使える様々な道具（ツール）を

随所にちりばめたツール体験のための勉強会。ファシリテーションって初めてという方から

ファシリテーター・デビューの方まで、幅広い層が楽しめるよう、いよいよ門戸を広げての

開催となった。 

 参加者： 31 名（行政、IT 企業、経営コンサルタント、新聞社、団体職員など） 

 報告： 株式会社カルティベイト 平井雅 

 

【内容】 

▫ ↓参加者の皆さんに配付したマンダラ。時間も含めてほぼこのとおりに進行した。10 分のウチナー

タイムで収まってきっちりスタートできたのがすごいです！(^.^) 
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■プロセスチェッカーの報告 

▫ 各グループでワークの経過を観察していたプロセスチェッカーから報告していただきました。アンケ

ート結果によると、このプロセスチェックが難しいと感じたられた方が多かったようです。 

 

■ふりかえり 

▫ 以下、ワーク後に各グループごとで行った振り返りの結果です。 

▫ アイスブレイクが会議を始めるにあたっていかに重要かが認識できた。職場でも是非やるべき。 

▫ 付箋紙でいろいろな意見を出してまとめると考えが整理される。 

▫ グランドルールで「人の意見を否定しない」、「どんどん出す」などがあることから意見を出しやすい。 

▫ 時間内でよくまとまったのでないか。 

▫ いろんな意見が出て楽しかった。 

▫ （ファシリテーターとして）拡散を収束にチェンジするのがむずかしいと思った。時間内に終わらせようと焦った。
最後は少し強引かなと思った。 

▫ 5 番目のグループが自分たちに比べ一番色々なアイデアが出て、またまとまった企画になっていた。その理由の一
つとして、決め事（フレームワーク）が決まった後のブレストが沢山引き出されていたからだと考えられる。 

▫ 付箋（ファシリテーション）を使うことによって、個人への批判とならず、会議が円滑に進んだ。 

▫ また、通常の会議では「議論の空中戦」がおきることがよくあるが、ファシリテーションを活用することによりそ
のような問題が解決する。 

▫ うまくアイデアがまとまり、現実的な企画になった。 

▫ 拡散する前にフレームワークを決めていたのがよかった。 

▫ もっと拡散して広げてもよかったかもしれない。ルールが決まっているのですり合わせられ安いと思った。 

▫ ブレストする際、テーマを決め（リストから）した方がまとまり易いかも。【目的→拡散】ではなく、【テーマ→拡
散】 

▫ いろいろ言い合っているうちに、考えがまとまった。広げていく時間が決められているのでたくさんの提案が出来
た。時間が決まっているため、何か提案しなければならないと思った。多数決の際、上司の 1 票と自分の 1 票の重
さの差がなかった。 




